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「水中での精密化学合成を実現する高分子触媒の研究」 

 

安全かつ環境調和的な条件下で高効率，高選択的に望みとする化合物を合成する工程こ

そが次世代に於ける理想の化学工程と考えられる。再利用可能な不均一触媒を用いて水中で

化学合成が達成されるならば，それは究極のグリーン化学合成となるであろう。ゆえに水中での

触媒的化学合成の開発は今日の化学における大いなる挑戦である。またさらに固体担持型触

媒が完全水系メディア中で高い反応性を示すならば，それらは化学工程としてクリーンで安全な

新たな選択肢を与えるであろうことは議論を待たない。 

−本受賞者は両親媒性高分子であるポリスチレン ポリエチレングリコール共重合体（PS-PEG）

にパラジウム錯体，ロジウム錯体，４級アンモニウム塩，パラジウムあるいは白金のナノ金属粒子

を担持することで水中不均一条件下で機能する化学合成触媒を創製した。これによりハロアレン

類のカルボニル化（Pd 触媒），ヘック反応（Pd 触媒），アリル位置換反応（辻反応）（Pd 触媒），

−鈴木 宮浦カップリング（Pd触媒），薗頭カップリング（Pd触媒），ワッカー反応（Pd触媒），環化

異性化反応（Pd 触媒），アルキン環化三量化（Rh 触媒），アルケンのヒドロホルミル化（Rh 触

媒），エノン類の宮浦マイケル反応（Rh 触媒），マイケル付加反応（アンモニウム塩）などが水中

不均一条件下で達成されている。また，高分子固定化と水中での利用を考慮し独自に設計・

開発した PS-PEG −担持型光学活性イミダゾインドールホスフィン パラジウム錯体を用いることで，

最高９９％の立体選択性を伴いつつ触媒的アリル位置換反応が達成されている。 
アルコール類の酸化反応はカルボニル化合物を与える基幹的な化学変換反応であるが，未

だに実用レベルでの触媒反応が確立されていない未成熟な反応系である。水中で駆動する不

均一系酸素酸化触媒工程が実現されるならば，環境調和性に富み安全安価な理想のアルコ

ール酸化となりうるであろう。最近，本受賞者はパラジウムあるいは白金のナノ金属粒子を

PS-PEG 担体に担持させた触媒を用いることで，水中で常圧酸素ガスによるアルコール酸化を

達成している。ナノ金属粒子が持つ広い接触界面に由来する高い反応性と両親媒性高分子

による水中反応性により，活性なアリル型，ベンジル型アルコールのみならず通常不活性な脂肪

族アルコールの水中酸素酸化が触媒される。 
本研究成果の実用性やポテンシャルの高さから，現在，PS-PEG 担持パラジウム錯体触媒

は複数の国際的試薬メーカーから市販されている。 


